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「ＰＴＡ登校時一声運動」６月１０日（金） 

 お忙しい中、５名の保護者の方々が参加してくださいまし

た。「朝の様子や身だしなみをみることができて良かった。」、

「野球部の生徒たちのあいさつは素晴らしかった。」、「服装

指導の際の先生方の言葉のかけ方に生徒を思う愛情が感

じられた。改めて“仁賀保高校でよかった”と思った。」などの

感想をお寄せ頂きました。ご参加頂いた保護者の皆様あり

がとうございました。９月、１０月にも声かけ運動を行います。

ぜひご参加ください。 

 ６月２４日（金）に第３６回全校鳥海登山が行われ、本部補助等の生徒９名を除く３４５名の生徒が登山

を行いました。生徒全員が最終地点の８合目「七五三掛け」に到達し、登頂率１００％でした。また、その

中の６割の生徒が頂上神社への登頂を果たすという素晴らしい頑張りでした。一般の登山者の方から

は「生徒たちのあいさつがとてもよくて元気をもらいました」とのお言葉をいただきました。 

 

 １２名の医療スタッフを含む２１名の

ボランティアの皆さまが応援に駆けつ

けてくださいました。同行医の先生に

は頭痛・腹痛の生徒や足首をねん挫

した生徒の手当てをしていただきまし

た。また、ボランティアスタッフの皆さ

まにはねん挫した生徒の下山のサ

ポートをしていただきました。皆様本

当にありがとうございました。 

・登りはじめが一番つらかった。昨年より早く着くことができ

た。今回は本当の頂上まで登ることができた。（男子） 

・去年はバテたので荷物を軽くする工夫をした。山頂に行くこ

とができ、達成感が得られた。（男子） 

・新山の頂上まで行った。景色が良くて行って良かったと心

の底から思った。（男子） 

・友達との友情が深まったと思った。この行事は他校にはな

いので誇りに思う。（女子） 

・１ヶ月前から体力作りのために毎朝走ったが登山で筋肉痛

になった。もっと体力をつける。（女子） 

・初めて頂上まで行った。学校から見ているのと違い、緑が

たくさんで素晴らしい景色だった。登りきったときの達成感は

登らないと分からないものだと思う。（女子） 

・２年連続頂上まで登った。昨年は全校６位、今年は全校で

９位だった。順位を競うわけではないが、とてもうれしかった。

（女子） 

山頂での記念写真 



７月  １日（金）短縮授業 整容指導③ 

７月 ３日（日）吹奏楽コンクール中央地区大会 

７月  ６日（水）１学期末考査～７月１１日（月） 

７月１３日（水）全国高校野球選手権大会秋田大会 

          対矢島・雄勝高校 10:00～八橋球場 

７月１７日（日）トライアスロン芭蕉レース象潟大会 

７月２１日（木）終業式 大清掃  

７月２２日（金）夏期補習～２９日（金） 

         就職面接指導（全体）～２７日（水） 

７月２８日（木）中学生体験入学 

７月２９日（金）吹奏楽コンクール県大会 

学年ＰＴＡ（６月１５日・１６日）  
 ３年生４５名、２年生３６名、１年生３９名の保護者の皆様

のご参加のもと、学年ＰＴＡが開催されました。全体会に引き

続いて、各学年で進路に関する講話やガイダンスが行われ

ました。また、各学年の学級懇談では保護者の皆様から次

のような話題や相談がありました。 

 １年生 コース選択、登山の装備、雨天時のバスの混雑 

 ２年生 進路選択、スマホ依存、オープンキャンパス参加 

 ３年生 下校時の道路の暗さ、授業、進路選択 

   

校舎の風景② トレーシーコーナー 

 ＡＬＴのトレーシーさんから

生徒の皆さんに情報発信す

るコーナーがあります。今

月は６月２８日のパーティー

への案内と、先生方のコ

ラージュ写真と英文の自己

紹介が載っています。皆さ

んは誰がどの先生の紹介

文かわかりましたか？ 

２年部全体会 

３年部全体会 

 ５月２７日（金）より開催された全県総体陸上競技   

４００ｍＨの種目で５位（佐々木玲美）と６位（佐藤淳美）

に入賞し、６月１７日から青森市で開催された東北大会

に出場しました。東北大会出場の感想を紹介します。 

１年部進路講話 

佐々木玲美 ２年  
 「東北大会のレベル

は高かったが、自分

の４００ｍのタイムを

考えるともっと記録は

伸びるはず。技術、

筋力、持久力を鍛え

て、来年は全国大会

出場を目指したい。」 

佐藤淳美 ３年 
「東北大会出場は目

標だったので達成で

きて本当にうれし

かった。東北大会は

レベルが高くて歯が立

たなかった。自分の実

力を思い知ったが、  

４００ｍＨは楽しかっ

た。東北大会の舞台で

走ることができたことは

貴重な体験になった。」 


